
二
審
判
決
〕

平
成
一
四
年
一
二
月
一
七
日

福
島
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)
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m
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〔控
訴
審
判
決
〕
平
成
一
五
年
七
月
二
九
日

仙
台
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

蹴
じ
め
に

一
般
に
道
路
の
設
置
に
伴
う
排
水
施
設
の
設
計
施
工
に

あ
た
っ
て
は
、
付
近
の
地
形
、
特
に
人
家
の
位
置
、
地
質
、

気
象
、
排
水
系
の
区
分
な
ど
を
考
慮
し
た
上
、
通
常
予
想

さ
れ
る
危
険
を
付
近
の
人
家
に
及
ぼ
さ
な
い
程
度
の
施
設

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
不
完
全
で
あ
っ
て
道

路
が
通
常
傭
う
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
状
態
で
あ
れ
ば
、

｢瑕
疵
｣
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
今
回
の
事
例
紹
介
は
、
平

成
一
〇
年
八
月
に
福
島
県
を
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
り
、
阿
武

隈
川
の
支
流
の
堀
川
が
氾
濫
し
、
そ
の
洪
水
に
よ
り
所
有

す
る
建
物
が
全
壊
し
た
原
告
が
、
①
被
告
国
管
轄
の
国
道

沿
い
の
排
水
溝
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
を
直
接
的
な
原
因

と
し
て
、
②
被
告
国
管
轄
の
堀
川
の
管
理
の
瑕
疵
を
間
接

的
な
原
因
と
し
て

(国
家
賠
償
法
二
条
一
項
)
、
被
告
国

に
対
し
て
、
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
を
取
り

上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

囲
事
案
の
概
襄

1

原
告
ら
の
主
な
請
求

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
金
六
二
〇
万
円
を
支
払
え
。

2

争
い
の
な
い
事
実
等

①
平
成
一
〇
年
八
月
二
七
日
福
島
県
を
襲
っ
た
豪
雨

(以
下

｢本
件
豪
雨
｣
と
い
う
。)
に
よ
り
、
一
級
河

川
阿
武
隈
川
に
合
流
す
る
手
前
で
、
そ
の
支
流
の
一

級
河
川
･
堀
川
が
氾
濫
し
て
洪
水
が
発
生
し
た

(以

下

｢本
件
洪
水
｣
と
い
う
。)。

②
当
時
、
堀
川
の
河
口

(阿
武
隈
川
と
の
合
流
地

点
)
に
向
か
っ
て
東
側
に
近
接
す
る
白
河
市
に
は
、

原
告
が
共
有
し

(持
分
二
分
の
こ
、
か
つ
、
居
住

す
る
工
場

(ブ
ロ
ッ
ク
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
茸
平

家
建
)
及
び
そ
の
付
属
建
物
で
あ
る
事
務
所

(ブ

ロ
ッ
ク
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
茸
平
家
建
)
(以
下

｢本
件
建
物
｣
と
い
う
。)
が
存
在
し
て
い
た
。

③
本
件
建
物
の
東
に
は
、
白
河
市
公
設
地
方
卸
売

市
場

(以
下

｢公
設
市
場
｣
と
い
う
。)
及
び
そ
の

駐
車
場
が
、
そ
の
東
に
は
一
般
国
道
四
号

(以
下

｢国
道
四
号
線
｣
と
い
う
。)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
存
在

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
公
設
市
場
の
駐
車
場
は
、
国

道
四
号
線
よ
り
約
二
m
低
い
位
置
に
あ
っ
た
。

④
国
道
四
号
線
の
西
側

(堀
川
、
公
設
市
場
側
)

に
、
同
国
道
に
沿
っ
て
別
紙
図
面
の
排
水
溝

(以

下

｢本
件
排
水
溝
｣
と
い
う
。)
が
存
在
す
る
と
こ

圓
遭
満
い
⑭
離
水
溝
の
讓
置
③衝
鯉
⑭
蠣
癈
を

原
圓
と
し
て
蹟
害
騙
繍
の
請
求
が
あ
っ
た
事
例

ー
福
島
国
道
四
号
排
水
溝
不
全
家
屋
浸
水
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



る
、
被
告
国
が
そ
の
管
理
権
者
で
あ
る
。
別
紙
図
面

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
設
市
場
の
駐
車
場
は
約
一
、

◎
本
件
被
害
に
よ
っ
て
原
告
は
、
少
な
く
と
も
、
本

の
本
件
排
水
溝
は
、
国
道
四
号
線
に
沿
っ
た
排
水
溝

三
〇
0
m
も
あ
る
の
に
、
そ
の
排
水
が
全
部
本
件
排

件
建
物
の
工
場

(倉
庫
)
部
分
に
つ
き
金
三
九
六
万

の
一
部
と
白
河
市
の
管
理
に
係
る
も
の
で
あ
る
が
、

以
下
で
は
、
国
道
四
号
線
に
沿
っ
た
排
水
溝
の
全
部

を

｢本
件
排
水
溝
｣
と
い
う
も
の
と
す
る
。

◎
本
件
豪
雨
に
よ
り
、
公
設
市
場
の
駐
車
場
に
水
が

流
れ
、同
市
場
及
び
そ
の
付
近
の
建
物
が
浸
水
し
た
。

⑥
本
件
豪
雨
に
よ
り
、
本
件
建
物
が
全
壊
し
た

(以

下

｢本
件
被
室
温
と
い
う
J
。

二

主
な
争
点

-

争
点
及
び
当
事
者
の
主
張

㈲

原
告
の
主
張

①
原
告
の
本
件
被
害
は
、
直
接
的
に
は
本
件
豪
雨
に

よ
り
本
件
排
水
溝
が
詰
ま
っ
た
た
め
、
公
設
市
場
の

駐
車
場
が
、
そ
の
建
物
の
構
造
と
相
ま
っ
て
ダ
ム
状

態
と
な
り
、
そ
れ
が
す
べ
て
滝
の
ご
と
く
東
側
よ
り

西
側
に
流
れ
た
た
め
、
本
件
建
物
を
直
撃
し
た
こ
と

に
よ
る
。

②
本
件
排
水
溝
が
詰
ま
っ
た
原
因
は
、
本
件
排
水
溝

の
出
口
部
分
の
土
管
(以
下
｢本
件
土
管
｣
と
い
う
。)

が
あ
ま
り
に
狭
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本

件
排
水
溝
の
う
ち
本
件
土
管
以
外
の
部
分
の
幅
が
約

三
m
、
高
さ
が
約
四
m
も
あ
る
の
に
、
本
件
土
管
の

口
径
は
六
〇
〇
臘
し
か
な
い
た
め
、
本
件
豪
雨
に
よ

る
排
水
を
円
滑
に
通
す
に
は
、
あ
ま
り
に
も
狭
か
っ

三
〇
0
証
も
あ
る
の
に
、
そ
の
排
水
が
全
部
本
件
排

水
溝
に
流
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
支
え
き
れ
な
か
っ
た

せ
い
も
あ
る
。

○

ま
た
、
本
件
排
水
溝
に
は
公
設
市
場
か
ら
出
る
箱

等
の
ゴ
ミ
が
絶
え
ず
放
置
し
て
あ
り
、
詰
ま
る
要
素

が
あ
っ
た
。

④
出
口
部
分
を
本
件
土
管
で
は
な
く
、
橋
に
し
て
お

け
ば
本
件
被
害
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
件
土
管

の
先
の
流
水
路
は
直
角
に
曲
が
り
、
そ
の
後
阿
武
隈

川
に
流
入
す
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
あ
た

か
も
本
件
土
管
の
先
に
蓋
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
て
、
設
計
ミ
ス
で
あ
る
。

◎

本
件
洪
水
発
生
の
原
因
は
、
の
堀
川
の
出
口
が
、

ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
っ
て
い
た
こ
と
、
の
上
記
直
角
の

と
こ
ろ
の
川
幅
が
四
二
m
で
、
す
ぐ
上
流
の
川
幅
六

一
m
の
箇
所
と
比
べ
て
約
三
割
も
狭
く
な
っ
て
い
た

こ
と
、
③
上
記
直
角
部
分
を
支
え
る
土
手
幅
が
約
二

m
し
か
な
い
こ
と
等
で
あ
る
と
こ
ろ
、
①
本
件
被
害

直
後
の
平
成
一
〇
年
八
月
二
七
日
か
ら
同
月
二
九
日

ま
で
の
三
日
間
の
緊
急
工
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の

同
月
三
〇
日
の
三
〇
0
ミ
リ
の
大
雨
災
害
を
防
い
だ

こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、
本
件
被
害
は
工
事
に
よ
っ

て
そ
の
予
防
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被

告
国
の
堀
川
管
理
の
瑕
疵
が
本
件
被
害
の
間
接
的
原

因
で
あ
る
。

件
建
物
の
工
場

(倉
庫
)
部
分
に
つ
き
金
三
九
六
万

六
、
九
0
0
円
、
事
務
所

(自
宅
)
部
分
に
つ
き
金

三
九
六
万
六
、
四
〇
〇
円
、
家
具
･
家
電
製
品
･
書

籍
に
つ
き
金
六
〇
万
円
の
合
計
金
八
五
三
万
三
、
三

0
0
円
の
損
害
を
受
け
た
。

の
よ
っ
て
、
原
告
は
、
被
告
に
対
し
、
国
家
賠
償
請

求
権
に
基
づ
き
、
上
記
損
害
の
内
金
六
二
〇
万
円
及

び
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
。

②

被
告
の
主
張

①
原
告
の
主
張
①
は
否
認
す
る
。
本
件
洪
水
は
、
本

件
豪
雨
に
よ
り
堀
川
の
流
下
能
力
を
は
る
か
に
上
回

る
流
量
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
堀
川
の
堤
防
が

溢
水
破
堤
し
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
水

は
、
破
堤
し
た
箇
所
か
ら
提
内
に
流
れ
込
み
、
周
囲

よ
り
地
盤
高
が
低
い
原
告
自
宅
付
近
を
経
て
阿
武
隈

川
へ
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
本
件
排
水
溝
の
出

口
部
分
の
本
件
土
管

(ヒ
ュ
ー
ム
管
)
が
詰
ま
っ
た

た
め
、
原
告
の
本
件
建
物
が
流
出
し
た
旨
の
原
告
の

主
張
は
争
う
。

②
原
告
の
主
張
②
は
否
認
す
る
。
本
件
排
水
溝
は
、

国
道
路
面
の
雨
水
を
受
け
る
施
設
で
あ
り
、
常
時
通

水
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
施
設
規
模
と
し

て
口
径
六
〇
〇
回
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
設
置
は
妥
当
で

あ
る
。

③
原
告
の
主
張
③
は
否
認
す
る
。
被
告
は
、
道
路
管



理
上
支
障
が
な
い
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
て
い
た
。

の
請
求
は
理
由
が
な
い
。

@
原
告
の
主
張
⑥
は
否
認
す
る
。
原
告
が
主
張
す
る

4

本
件
の
主
要
な
争
点
は
、
①
被
告
国
の
本
件
排
水
溝

よ
う
に
本
件
土
管
を
橋
で
施
工
し
た
と
し
て
も
、
堀

の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
②
仮
に

川
か
ら
流
入
し
た
洪
水
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で

本
件
排
水
溝
の
設
置

･
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し

き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
原
告
の
主
張

て
、
こ
れ
と
本
件
彼
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら

は
失
当
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
土
管
の
先
の
直
角
に

れ
る
か
、
③
被
告
国
の
堀
川
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

曲
が
っ
た
部
分
以
降
は
被
控
訴
人
が
管
理
す
る
も
の

か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

よ
う
に
本
件
土
管
を
橋
で
施
工
し
た
と
し
て
も
、
堀

川
か
ら
流
入
し
た
洪
水
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
原
告
の
主
張

は
失
当
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
土
管
の
先
の
直
角
に

曲
が
っ
た
部
分
以
降
は
被
控
訴
人
が
管
理
す
る
も
の

で
は
な
い
。

◎
原
告
の
主
張
◎
は
否
認
す
る
。
同
③
⑦
堀
川
の
出

口
が
、
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
そ
の
流
路
は
自
然
に
屈
曲
し
て
い
た
も
の
と
推

定
さ
れ
、
形
状
に
は
従
来
か
ら
ほ
ぼ
変
化
が
な
い
。

同
◎
④
上
記
直
角
の
と
こ
ろ
の
川
幅
が
四
二
m
で
、

す
ぐ
上
流
の
川
幅
六
一
m
の
箇
所
と
比
べ
て
、
約
三

割
も
狭
く
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
客
観
的

な
証
拠
は
な
く
、
そ
の
幅
員
に
さ
ほ
ど
の
差
異
は
な

か
っ
た
。
同
◎
③
上
記
直
角
部
分
を
支
え
る
土
手
幅

が
約
二
m
し
か
な
い
こ
と
等
は
、不
知
な
い
し
争
う
。

同
◎
⑮
被
告
国
の
堀
川
管
理
の
瑕
疵
が
本
件
被
害
の

間
接
的
原
因
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
修
工
事

が
行
わ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
被
害
が
防
げ
た

と
は
認
め
が
た
い
。
現
に
改
修
工
事
後
の
平
成
一
〇

年
八
月
三
〇
日
の
増
水
に
よ
り
同
破
堤
箇
所
で
再
び

被
堤
が
生
じ
て
い
る
。

置
･
管
理
及
び
堀
川
の
管
理
に
瑕
疵
は
な
く
、
原
告

三

主
な
争
点
に
対
着
る
裁
判
所
の
判
断

※

福
島
地
裁
の
判
断
を
仙
台
高
裁
支
持

(以
下
に
掲
げ

る
判
断
理
由
は
、
仙
台
高
裁
に
よ
る
訂
正
後
の
も
の
。)

主

文
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

ー

証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
次
の
事
実
が

認
め
ら
れ
る
。

①
平
成

一
0
年
八
月
二
六
日
か
ら
三
一
日
に
か
け

て
、
福
島
県
内
に
本
件
豪
雨
が
あ
り
、
そ
の
降
雨
量

は
、
白
河
観
測
所
で
同
月
二
六
日
及
び
二
七
日
の
二

日
間
で
四
五
三
皿
、
水
防
白
河
観
測
所
で
同
月
二
六

日
か
ら
三

一
目
の
間
で
七
五
三

硼
で
あ

っ
た
。
こ
の

豪
雨
は
、
福
島
県
中
通
り
南
部
に
大
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
白
河
市
で
は
、
同
月
二
七
日
午
前
三
時
三
〇

分
こ
ろ
、
堀
川
が
、
阿
武
隈
川
に
合
流
す
る
手
前
の

屈
曲
点
付
近
を
中
心
に
氾
濫
し
、
本
件
洪
水
が
発
生

し
た
。
ま
た
、
本
件
排
水
溝
か
ら
も
水
が
あ
ふ
れ
出

し
た
。

②
原
告
は
、
平
成
一
〇
年
八
月
二
七
日
午
後
三
時
過

ぎ
こ
ろ
、
自
宅
付
近
の
高
台
に
あ
る
昭
和
町
自
治
会

館
に
避
難
し
た
。
床
上
浸
水
以
上
の
避
難
者
は
、
会

津
町
と
五
番
町
川
原
一
体
で
数
十
人
あ
っ
た
。
同
月

三
〇
日
に
も
災
害
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
前
日

か
ら
再
び
避
難
者
が
同
会
館
に
集
ま
っ
た
が
、
避
難

者
に
新
規
の
被
害
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
全
員
帰
宅

し
た
。

③
本
件
洪
水
に
伴
う
増
水
に
よ
り
、
本
件
建
物
が
全

壊
し
た
の
で
、
原
告
は
そ
の
旨
の
罹
災
証
明
を
受
け

た
。

④
原
告
は
、
平
成
一
一
年
、
福
島
県
と
白
河
市
を
相

手
方
と
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た

(以
下

｢前
件
訴
訟
｣
と
い
う
。)。
そ
の
根
拠
は
、

堀
川
の
河
川
管
理
の
瑕
疵

(国
家
賠
償
法
二
条
)
を

理
由
と
し
て
、
同
法
三
条
に
い
う
管
理
費
用
負
担
者

で
あ
る
福
島
県
に
対
し
て
そ
の
損
害
の
賠
償
を
求

め
、
他
方
、
白
河
市
に
も
堀
川
管
理
の
責
任
が
あ
り
、

か
つ
、
白
河
市
の
公
設
市
場
及
び
そ
の
周
囲
の
排
水

溝
の
設
置
･
管
理
に
も
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

設
置
･
管
理
者
と
し
て
の
責
任
も
あ
る
と
し
て
、
白

河
市
に
対
し
て
そ
の
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。

◎
前
件
訴
訟
は
、
証
拠
調
べ
の
上
、
平
成
三
一年
一

二
月
五
日
に
弁
論
を
終
結
し
た
。
そ
の
判
決
言
渡
し



は
、
平
成
一
三
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
原

た
。
原
告
が
控
訴
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
判
決
は
、

い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
件
排
水
溝
の
流
水
経
路
が
本

告
が
裁
判
官
に
対
す
る
忌
避
申
立
て
を
し
、
そ
の
決

同
年
二
月
一
五
日
、
確
定
し
た
。

件
土
管
の
先
で
直
角
に
曲
が
っ
た
上
で
阿
武
隈
川
に

定
に
対
し
て
さ
ら
に
争
う
な
ど
し
た
た
め
、
平
成
一

四
年
一
月
二
九
日
ま
で
延
引
し
た
。

◎
前
件
訴
訟
で
は
、
控
訴
人
は
、
公
設
市
場
及
び
そ

の
周
囲
の
排
水
溝
を
白
河
市
が
管
理
し
て
い
る
と
主

張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
白
河
市
は
、
本
件
排
水
溝

の
一
部
は
被
控
訴
人
が
管
理
し
て
い
る
と
反
論
し

た
。
控
訴
人
が
本
件
排
水
溝
の
管
理
者
が
被
控
訴
人

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た
の
が
い
つ
ご
ろ

で
あ
る
か
は
本
件
証
拠
上
判
然
と
し
な
い
が
、
控
訴

人
が
前
件
訴
訟
の
口
頭
弁
論
終
結
後
の
平
成
一
三
年

一
月
一
七
日
に
白
河
市
に
対
す
る
訴
え
を
取
り
下
げ

た
り

(白
河
市
が
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
た
め
そ

の
効
力
は
生
じ
な
か
っ
た
。)、
同
年
一
〇
月
九
日
付

け
で
白
河
市
か
ら
被
控
訴
人
に
被
告
を
変
更
す
る
こ

と
を
申
し
立
て
る
旨
の

｢訴
訟
相
手
一
部
変
更
申
請

書
｣
な
る
書
面
を
提
出
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

控
訴
人
自
ら
が
主
張
す
る
と
お
り
、
遅
く
と
も
平
成

一
三
年
七
月
こ
ろ
ま
で
に
は
そ
の
よ
う
な
認
識
を
持

つ
に
至
っ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

の
平
成
一
四
年
一
月
二
四
日
、
原
告
は
、
前
件
訴
訟

取
下
げ
の
意
思
表
示
を
し
た
が
、
被
告
で
あ
る
福
島

県
と
白
河
市
の
い
ず
れ
も
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ

た
。
前
件
訴
訟
は
、
平
成
一
四
年
一
月
二
九
日
に
請

求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
旨
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

同
年
二
月
一
五
日
、
確
定
し
た
。

③
原
告
は
平
成
一
四
年
二
月
二
六
日
、
被
告
国
に
対

し
て
、
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
。

2

以
上
の
事
実
を
前
提
に
争
点
①
に
つ
い
て
判
断
す
る
。

①
本
件
排
水
溝
は
、
前
件
訴
訟
に
お
い
て
は

｢国
道

四
号
線
沿
い
の
部
分
｣
と
表
示
さ
れ
、
被
控
訴
人
の

管
理
に
係
る
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
も
の

と
さ
れ
た
。

②
本
件
排
水
溝
は
、
国
道
四
号
線
の
道
路
法
一
人
条

一
項
に
い
う
道
路
の
区
域
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
の

｢敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長
｣
(同
法
施
行
規
則
二

条
三
号
参
昭
巴
の
一
部
と
し
て
被
告
国
の
設
置
･
管

理
に
係
る
こ
と
は
争
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
の
設
置
の
目
的
は
、
被
告
所
論
の
と
お
り
、
道
路

に
付
随
す
る
設
備
と
し
て
国
道
路
面
の
雨
水
を
受
け

る
た
め
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
位
置
及
び
構

造
上
、
公
設
市
場
の
駐
車
場
か
ら
の
排
水
が
流
れ
込

む
こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
駐

車
場
路
面
の
雨
水
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
も
ち
ろ
ん
本
件
排
水
溝
が
、
上
記
の
よ
う
な
排
水

溝
に
通
常
流
れ
る
流
水
の
通
水
に
関
す
る
安
全
性
を

有
し
て
い
る
必
要
は
あ
る
が
、
本
件
に
お
い
て
こ
れ

を
欠
い
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

件
土
管
の
先
で
直
角
に
曲
が
っ
た
上
で
阿
武
隈
川
に

至
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
同
様

で
あ
る
。

原
告
は
、
書
証
と
す
る
写
真
に
お
い
て
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
状
の
物
体
が
本
件
土
管
の
入
り
口
に
引
っ
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
同
写
真

は
、
本
件
洪
水
時
に
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の
状
態

が
直
ち
に
通
水
に
関
す
る
安
全
性
を
欠
く
こ
と
に
直

結
す
る
も
の
と
も
い
え
な
い
。

ま
た
、
本
件
土
管
を
橋
で
施
工
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
た
と
も
い
え
な
い
。
本
件
洪
水
後
の
平
成
一

一
年
に
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
際
、
本
件
土
管
も
そ

れ
ま
で
の
口
径
六
〇
0
m
の
も
の
か
ら
口
径
九
〇
〇

画
の
も
の
に
取
り
替
え
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
そ
れ

以
前
の
も
の
が
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
ま
で
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
。

惚

ま
た
、
本
件
排
水
溝
に
付
与
さ
れ
た
機
能
が
上
記

の
と
お
り
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
以
上
、
こ
れ
を
超
え

て
、
そ
の
西
側
遠
方
に
あ
る
堀
川
の
堤
防
が
破
堤
す
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る
と
い
う
本
件
洪
水
の
よ
う
な
事
態
を
予
定
し
て
、

こ
れ
に
よ
る
流
水
の
通
水
を
円
滑
に
す
る
こ
と
ま

で
、
本
件
排
水
溝
が
通
常
有
す
る
べ
き
安
全
性
の
範

蠕
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

◎
よ
っ
て
、
本
件
排
水
溝
の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
を



認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
設
置

･

管
理
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
こ
れ
と
本
件

被
害
と
の
因
果
関
係
を
論
ず
る
ま
で
も
な
い
か
ら
、

も
感

/

婦
人
ビ

ヤ

さ
ん

、

行

　

　

　

　

　

争
点
②
は
検
討
の
余
地
が
な
い
。
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3

争
点
③
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
、
本
件
訴
訟
に
お
い

て
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
よ
っ
て
は
、
整

團

に
よ
る
堀

舛

ご

“･
q

)
弓厨圃
雪
訊
ス
霧

獲
伯

川
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る

遥

戸
、･

冶
朴
し
汁
ぞ
酬
帳
靴
鱗

粥

轄
薹

‐

証
拠
は
な
い
o
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
件
訴
訟

＼

を
!

･
.
-

鸚
妙総

4

そ
の
ほ
か
、
控
訴
人
は
、
憲
法
二
五
条
、
一
四
条
、

二
九
条
に
違
反
す
る
旨
の
主
張
を
す
る
が
、
い
ず
れ
も

設
置
.
管
理
の
瑕
疵
を
何
ら
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な

い
。

･

白河市公設地方卸売市場

5

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
告
の
請
求
に
は
い
ず
れ
も
理
由

が
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

、
、

図

、

面平




